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【館蔵資料紹介】　
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　本品は、当館が所蔵する壺屋焼の緑釉嘉瓶 (19 世紀 ) である。サイズは、高さが 35.0 ｃｍ、

口径が 7.9 ｃｍ、底径が 14.0 ｃｍ、最大胴径は 16.5 ｃｍとなる。施された緑釉の色合いが部分

によって微妙に変化する美しい一品で、現在残る近代以前に製作された嘉瓶の中でも優品の一つ

である。

　嘉瓶は、沖縄 ( 琉球 ) で使用されていた酒器である。沖縄方言で「ユシ」は、「めでたい」の

意である。首が太く、胴を中ほどで締める独特の形をした瓶をいう。瓢箪形が展開した形か。壺

屋焼の中でも、形のバランスをとることが難しい器種のひとつである。結婚などの祝い事がある

際に、お祝儀用に酒 ( 泡盛 ) を入れて用いられたという。贈られた酒は別の容器に移されて、嘉

瓶は所有者に戻る。このためか、肩の部分に家紋が入れられたものがある。それだけに優れた作

も多く、最後の琉球切手の図案にもなった。大きいものでは、高さ 50 ｃｍ前後のものがある。

　嘉瓶は、渡名喜瓶と呼ばれる祭器から発達したとされる。また、その淵源に関しては、「伊万

里の茶筅型徳利までさかのぼることが可能である」との見解がある註１。渡名喜瓶 ( トナチビン )

とは、仏壇や墓前にそなえられた酒瓶である。その器形は、肩が突き出し、胴は筒形で腰部がは

りだした独特の形をしている。渡名喜島からの注文品であったことから、この名がついたと言わ

れる。茶筅形瓶註２は、抹茶を点てる道具となる茶筅の形に似た瓶である。短めの首で肩が張り、

緩やかに下方が膨らむ。1650‐60 年代頃の伊万里焼に多くみられる。特に、輸出色絵の瓶に典

型的な茶筅形があるとのことである。
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